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沖縄県浦添市城間方言の助詞<ガ><ヌ>について












































wa: ga?itjtuN (私が行きます) ､?ja: ga?ltlulTn (お前が行くか)
○指示代名詞(人､事物)
Turi ga71tJundo: (こいつが行くぞ) ､?unutJuga?mense:N (この人がいらっしゃった)
?ari gajurnuN -(彼が読む) ､ ta: gasaga (誰がしたか) ､?ari ganagasaN (あれが長い)
○親族呼称
?u-TIC: ga n:d3imisenN (おじいさんがご覧になった) ､?uoum ga mO.tJaN (おじさんがいら
っしゃった)､?amma:gand3i kudi?血N (お母さんが行って来いと言った)
○人名
taJu gatJuN (太郎が来る) ､ tT.ru ga ko:juN (鶴ちゃんが買う) ､ koidAuTlisaq ga ko:hTliJe:N (小















孔mu ki: nu/ga?aktltuTlraSan rO: (この木があるから涼しいよ) ､ maJa: nu/ga WUN (猫が居る)





















k血galTruN (こい/)のもの) ､?al･1 gamuN (あいつのもの)
○数詞









wa: muNjasa (私のものだ)､?ja:tamaJi do: (お前の分だ) ､ tJirumuN (鶴ちゃんのもの)
○親族呼称













he:仙一一a nu sakijan ro: (これはここの酒だぞ) ､孔ule= ma= nu?iJuJaga (これはどこの魚か) ､
kumanutJh (ここの人)
○親族名称
hlttunumuN (弟のもの)､ Ji:d5anumuN (兄のもの)
○一般名詞
tJu; nu mum dujaru(人のものだぞ) ､ tJu: nu mul tu du: nu mun wakaranna= (人のものと自分






































waq ga?itJuN (私が行く)､?Ja;gajume: (お前が読め)
沖縄県浦添市城聞方吉の助詞<ガ><ヌ>について
○指示代名詞(人･事物)を承ける
?url ga mbusaN (こいっが重い)､?art ga kamuN (彼が食べる) ､?ari garuwassaru(あいつ
が悪いのだ)､ ta:gasuga (誰がするか) ､?an ganagasaN (あれが長い)
○親族呼称を承ける
d3i:ga?itJuN (おじいさんが行く)､ d3isaq gake血N (おじさんが帰った)
okka: ga kamuN (お母さんが食べる)
○人名を承ける
ke:ko ga tJu:N (息子が来る)､ taka ga ke:juN (貴が帰る) ､ koidauniso.Tl ga tfu:N (小泉総理





kuma nu/ga Tu･WanJa; (ここが私の家だ) ､?W1a nu/gaTlkanre:?alnaqkal?Ike: (ここが嫌なら
あそこ-行け)
〇一一般名詞
ki: nu/ga karl:= (木が枯れる) ､ dzo:ri nu/ganeりkytu kemraN (草履がないから帰れない) ､ Jida



























7We: ke:ko nu tat-可i jaktltu kamaqke｣o: (これは恵子の分だから食べるなよ)
因みにこの場合､老年層では次のように強調の係助詞[叫(係助詞｢ぞ｣に対応)を用いて
表現されるため(ヌ)という形式が現れることはない｡
?tJre: keko mum Fujaru. kamaqkeJO: (これは恵子のものだぞ｡食べるなよ)
○親族呼称
これも一般的には助詞を介さずに用いられる｡
okka:1TluN (お母さんのもの) ､ oto:111uJq (お父さんの幸)C/)) ､ oba:muN (おばあさんのもの) ､
d31:muN (おじいさんのもの)
また､親族呼称でも[oto:] (父)､ [okka:] (母)以外では強調表現として次のように(メ)を
介する場合があり､これも新しい用法であると言える｡












?ah ga/nu llluN (あいっのもの)







tal nu/ga naka (二人の仲)


















tJu numunrujaktltuSaWaraりke: (人のものだから触らないでおけ)､ kj: nuni: (木U)棉) ､
























































で(ガ)の承ける体言は｢自称･対称の代名詞｣､ ｢人名｣､ ｢親族呼称｣､ ｢指示代名詞(人､
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